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このたび、秋田県スキー連盟会長を拝命いたしました佐藤信喜でございます 

伝統ある秋田県スキー連盟の会長という大役をお引き受けすることとなり、

大変光栄に思うとともに、その責任の重さに身の引き締まる思いでおります。

まずは、長年にわたり本県スキー界の発展にご尽力いただいた歴代会長をはじ

め、役員、加盟団体、指導者、競技者、そして多くの関係者の皆様に心から敬

意と感謝を申し上げます。 

私自身のことを少しお話しさせていただきますと、もともとスキー一筋で歩

んできた人間ではありません。高校時代は能代工業高等学校でバスケットボー

ルに打ち込み、卒業後も社会人として競技を続けておりました。その後、大学

時代から取り組んでいたスノーボードに夢中になり、当時はワンメイクジャン

プでプロを目指せないかという淡い期待を抱きながら、仲間とともに雪山に通

う日々を過ごしていました。 

しかし、社会人になってからのケガをきっかけにスノーボードを続けること

が難しくなり、その後、アキレス腱断裂という大きなケガも経験しました。ス

ポーツとの関わり方を見失いかけた時期もありましたが、そんな中で出会った

のがスキーでした。 

最初は本格的に競技へ取り組むつもりではありませんでした。ただ、雪山に

立つ楽しさを味わいたいという思いで始めたスキーでしたが、周囲の先輩や仲

間から「技術選に挑戦してみたらどうか」「指導員を目指してみたらどうか」

と声をかけていただき、その言葉に背中を押されながら今日まで続けてまいり

ました。技術選手権大会への出場や指導員資格の取得も、自分一人の力で成し

遂げたものではなく、多くの皆様との出会いと支えがあったからこそだと感じ

ています。 

だからこそ私は、スキーの魅力は競技成績だけではなく、人と人とのつなが

りを生み、世代を超えた交流を育み、人生を豊かにしてくれるところにあると



考えています。雪国秋田には素晴らしい自然環境があり、競技としてのスキー

はもちろん、健康づくりや生涯スポーツとしても大きな可能性を持っていま

す。この恵まれた環境と文化を次の世代へしっかりと引き継いでいくことが、

私たちの大切な使命であると思っております。 

今シーズンを振り返りますと、青森県で開催された第７９回国民スポーツ大

会冬季大会スキー競技では、本県選手団が日頃の努力の成果を発揮し、それぞ

れの目標に向かって力強く挑戦する姿を見せてくれました。また、新たな取組

として開催された第１回東北ブロックスキー技術選手権大会では、東北各県の

選手が技術を競い合いながら交流を深め、今後の東北スキー界の発展につなが

る大変意義深い大会となりました。 

さらに、田沢湖スキー場を会場として開催された第６３回全日本スキー技術

選手権大会は、全国トップレベルの選手が集い、素晴らしい滑りを披露する大

会となりました。秋田県での開催は、競技の魅力を全国へ発信するとともに、

本県の豊かな自然や観光資源、おもてなしの心を多くの皆様に知っていただく

貴重な機会となりました。大会運営に携わられた関係者の皆様、そして地域の

皆様のご尽力に改めて感謝申し上げます。 

一方で、スキー界を取り巻く環境は決して楽観できるものではありません。

少子化による競技人口の減少、指導者や役員の担い手不足、さらには気候変動

による雪不足など、多くの課題に直面しています。 

しかし、こうした時代だからこそ、競技団体としての役割だけでなく、地域

や教育、観光とも連携しながら新たな可能性を切り拓いていくことが求められ

ていると感じています。 

私は会長として、競技力向上はもちろんのこと、子どもたちが雪に親しむ機

会の創出、生涯スポーツとしてのスキーの普及、指導者育成、そして地域の活

性化につながるスキー文化の振興に力を尽くしてまいります。 

また、選手、指導者、加盟団体、地域の皆様がそれぞれの立場で活躍できる

環境づくりにも取り組んでまいりたいと考えております。 

まだまだ微力ではございますが、これまで多くの方々に支えていただいた感

謝の気持ちを忘れることなく、秋田県スキー界のさらなる発展のため誠心誠意

努めてまいります。皆様の変わらぬご支援とご協力を心よりお願い申し上げ、

会長就任のごあいさつといたします。 

 


